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GIGAスクール構想とその影響

 GIGAスクール構想によりICTのハードウェアの整備が進んだ。

 現在ではほとんどの小・中学校、高等学校にパソコンやタブレッ
トが入ってきている。

 それらのハードウェアの活用が求められてきているが、なかなか
対応できていない。
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ICTの教育への活用について

 探究的な活動への応用（Geogebra, Cinderella 等の活用）

 ドリルワーク( eラーニング）としての活用（ Moodle, STACK 等の
活用）
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ドリルワーク（eラーニング）としてのICTの活用

 有料のものはいろいろなものが提供されている。

 オープンソフトウェアとしては Moodleが有名

 Moodle では選択式の課題を作ることが可能であり、さらにプラ
グインを導入することにより、様々な形式の課題に対応可能。

 数学の課題については、プラグイン STACK を用いることにより数
式を自動採点する形式の課題を作ることが可能（裏で Maxima が
走っている）。
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Maxima上の STACK の問題点

 Maxima の設定が大変（大学○、高専△、小中高等学校 ）✕

 STACK のプラグインをインストールするのも大変

 STACKの使い方と Maxima の命令を理解する必要がある。

 Javascript の数式処理システム algebrite を活用した eラーニング
システムを開発し、活用

 KeTMathをベースとしたeラーニングシステムを開発
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STACK の実行画面
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KeTMathの実行画面
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KeTMathの実行画面

 キーボードだけでなく、画面をクリックすることでも解答が入力
できる→スマートフォン、タブレットで有利

 入力した数式を画面にレンダリング→入力した式の確認

 科目に応じてキーボード配列を変更可能
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KeTMathの使用手順

 (1) 問題と生徒のデータをテキストベースで作成

 (2) Cinderella を用いて E-learning の Webページに変換

 (3)生徒はパソコンやスマホからWebページにアクセスして問題を
解く

 (4) 解いた問題の解答は１行にまとめて表示される→教員に送付

 (5) 教員は送付されたデータを Webページに変換

 (6) 教員はその解答を採点（Webページ上で採点可能）

 (7)採点は Maxima でも可能 
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KeTMathの作業の流れ

eラーニングの
HTMLファイル作成
解答の採点

採点結果の作成

Microso� Teams
Google Classroom

Moodle

教員のパソコン

LMS

学生のパソコン

HTMLファイル

学生の解答
1行のテキスト

dropbox

採点結果
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入力する問題の形式

12

入力する学生のデータ
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Cinderella を用いて E-learning の Webページに変換
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生徒はパソコンやスマホからWebページにアクセスして問題
を解く

新しいバージョン
古いバージョン
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解いた問題の解答は１行にまとめて表示される→教員に送付

新しいバージョン

古いバージョン
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教員は送付されたデータを Webページに変換
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教員はその解答を採点（Webページ上で採点可能）
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Maximaの活用

 問題作成時に解答を指定しておくことで、解答の自動採点が可能

 自動採点には Maxima を活用

 問題作成時の解答のチェックをMaximaを使って行うこともできる

 STACK ではサーバー側で Maxima を動かしているが、KeTMath では教
員のパソコンで Maxima を動かしている

 STACK ではサーバーの設定の負荷が高いが、一旦、設定が済めば教員
側のパソコンの設定は必要ない

 現在、KeTMathは自動採点システムとして Maxima を使っているが、
他の数式処理システムを使うこともそれほど難しくない
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成績表・得点CSVの作成
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KeTMathの作業の流れ

eラーニングの
HTMLファイル作成
解答の採点

採点結果の作成

Microso� Teams
Google Classroom

Moodle

教員のパソコン

LMS

学生のパソコン

HTMLファイル

学生の解答
1行のテキスト

dropbox

採点結果
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STACKの作業の流れ

eラーニング問題作成 Moodle

教員のパソコン
LMS

学生のパソコン

HTMLファイル

学生の解答採点結果
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KeTMathとSTACKの違い

 STACKはテストは受験時に採点されるが、KeTMathは答えを送信するのみ
でその場では採点は行われない（通常のレポートに近い形）。

 KeTMathでは自動採点と手動採点を混在させることが可能

 STACKは乱数を使って学生ごとに異なる問題を出すことができる
が、KeTMathの問題は基本的には固定（複数の選択肢から１題を出すこ
とは可能）。

 KeTMath はSTACKより紙でのレポートに近い形

 STACKは Moodle 上でしか動かないが、KeTMathは運用の仕方により色々
なLMS等(Microso� Teams, Google Classroom, Moodle )で動かすことができ
る。
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教材の改善点

 学生が教員にデータを送る際に手で貼り付けを行っている。

 「ボタンをクリックしたら、データが自動的に送られる」形式
に。
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改善案その１
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 ブラウザ上で Cinderella で作成した教材に機能追加が可能

 元の教材に変更を加えずに機能追加ができる

 データは PHP のプログラムでサーバーに転送される

生徒の
パソコン

教員の
パソコン

サーバー
(1)

(2)
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fr(), sq()による数式表現

 fr(a,b)=a/b であるが、a/b より fr(a,b) と書かせたほうが間違いが
少ない。

 例  1/(x+1) を  1/x+1  と書き間違える学生は多いが、fr(1,x+1) な
らば間違えない（ fr(1,x)+1 とは間違えない）。

 sq(x+1) も√x+1 だとわからない。

 これらの表現を使うことで数式入力を間違えが減っていると 
KeTMath を利用した教員側で実感。
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実践報告

 ○△高専の■先生による報告

28
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fr(), sq() による数式表現の実践例
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まとめ

 Moodle+STACK は全ての機能を含んだ自律的なシステム

 KeTMath は他のシステムとの併用を前提としたシステム

 KeTMath は様々なシステムのもとで利用可能(Teams,  Google 

Classroom,  Moodle )

 数式を１行で表す簡易数式ルールが重要（Chatなどでも利用可）

 数式処理システムとしてはどちらもMaximaを利用している
が、KeTMath は他の数式処理システムに変更することも難しくない

従来の
レポート

Moodle

Stack

KeTMat

h


